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先日、歯の定期健診に出かけました。３０年以上お世話になっているＩ医師は、私が常

盤小学校で担任をしていた時の学校歯科医でした。今は、ご子息が中心に診療をされてい

るのですが、その日はＩ医師と当時のことを懐かしくお話することができました。 
＊ 

職員室前の廊下に、「常盤小学校のあゆみ」が掲示されています。右のよう

に、平成４年６月に、埼玉県の学校保健の研究協議会が開催されました。 
１年生～６年生まで、全ての学年で歯の健康に関する授業を公開し、４年

生の授業者は、教員３年目の藤田（私）でした。その時、一緒に授業の計画

を立てていただき、研究協議会当日もゲストティーチャーとして授業をして

くださったのがＩ医師です。 
歯の健康と言えば「むし歯」予防が中心でしたが、我々は「歯肉」に注目

し、「歯肉炎（ひどくなると歯槽膿漏）」の授業を行いました。歯肉（すなわ

ち歯の土台）が痛んでしまうと、歯が根こそぎ抜けてしまいます。このよう

なことにならないよう、Ｉ医師に相談しながら授業を創り上げていったこと

を思い出しました。 
＊ 

３０数年前のこの実践のさらに以前から現在に至るまで、本校では、保健・健康（特に

歯科保健）に関する取組がとても盛んです。昨年度も、県の優良校として表彰されました

が、これまでも、国、県、市等から多数の表彰をいただいています。ぜひ、来校の際に「常

盤小学校のあゆみ」をご覧いただければと思います。 
６月４日から「歯と口の健康習慣」が始まります。本校でも、歯の健康に関する様々な

取組を行いますので、引き続き、ご家庭でのよい習慣づくりについてご協力いただきます

ようお願いいたします。 
 

・・・「いじめ撲滅強化月間」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ６月は、「いじめ撲滅強化月間」です。先日は、スクールロイヤー（弁護士）をお招きし

て、子どもたちが「いじめ」について直接お話を聞く機会を設けました。さらに、校長講

話や子どもたちが主体となる活動などを通して、「いじめ」について考え、「撲滅」に向け

た気運を高めていきたいと思います。 
今月は個人面談があります。保護者の皆様には、気になることがありましたら、どのよ

うな些細なことでも結構ですので、遠慮なくご相談くださいますようお願いいたします。 

                                         
                                                        
 
 
 

 

 

 

 

【めざす児童像】 
оよく考える子   
о思いやりのある子  
оたくましい子 
оかかわりあいを大切にする子 

【学校の教育目標】 
心身ともに健康で 思いやりの心をもち 主体的に学ぶ常盤っ子の育成 

 
学校は 「勉強をするところ」「友達と仲良くするところ」「安心・安全なところ」 
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